
表－6．10．2 （4） 重要な河川 水生生物種の確認状況 （その 1）
十＋：2～ 10個 体未満 ＋＋＋：10～ 1 00個体未満 十＋＋＋：1 00個体 以上 ● ：目視に よる確罷
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1 ゾ ヤノメハゼ 1 0 消 失 なし
通 路川 下 流 ～ 河 口で 1個 休 が 確 認 され た が 、改 変 区 域 に は含 ま

れ な いことか ら、造 成 による消 失 ほな い。

2 ヤエヤマノコギ リハゼ 7 0 消 失 なし
通 路川 及 び♯ 川 ゐ下 流 ～ 河 口で 7個 体 が 確 認 され たが 、改 変 区

域 には 含 まれ ない ことか ら、造 成 による消 失 はな い。

3 タメトモハゼ ＋＋＋ 0 消失 なし

カラ岳 東側 の 沢 、通 路 川 下 流 ～ 河 口、轟 川 上流 ～ 下流 で十 数 個

体 及 び 目視 による個 体 の 確 認 を行 った が 、改 変 区域 に は含 まれ

な いことか ら、造 成 に よる消 失 ほ ない 。

4 タナコーモドキ 4 、● 0 消失 なし
通 路 川 下流 ～ 河 口で 4個 体 及 び 目視 による個 体 の確 認 を行 った

が 、改 変 区域 に は含 まれ ない ことか ら、造 成 による消 失 はな い。

5 シマエソハセ● 2 0 消失 な し
赤 川 下 流 ～ 河 口で 2個 体 が 確 課 され たが 、改 変 区域 には 含 まれ

ない ことから、造 成 による消 失 は ない 。

6 コンゾ キハゼ 1 0 消 失 な し
通 路 川 下 流 ～ 河 口で l個 体 が確 認 された が 、改 変 区域 に は含 ま

れ ない ことか ら、造 成 による消 失 は ない。

7 ルリボウズハゼ 2、● 0 消 夫 な し
♯ 川 中 流 ～ 河 口で2個 体 及 び 目視 による個 体 の 確 認 を行 ったが 、

改 変 区 域 には含 まれ ない ことか ら、造成 に よる消 失 はない 。

8 ツブ テナがエビ 6 0 消 失 な し
通 路 川 下 流 及 び 井 川 中流 で 6個 体 が確 認 された が 、改 変 区 域 に

は含 まれ な いことか ら、造 成 による消 失 は ない 。

9 ネッタイテナがェビ 3、● 0 消失 なし
通 路 川 下 流 ～ 河 口で3個 体 及 び 目視 による個 体 の 確 啓 を行 った

が 、改 変 区 域 に は 含 まれ な いことか ら、造 成 による消 失 は ない。

10 ヒラアシテナがェビ 4 、● －0 消失 なし

通 路 川 及 び ♯ 川 の 下 流 ～ 河 口で 4個 体 及 び 目視 による個 体 の確

欝 を行 った が 、改 変 区域 に は 含 まれ ないことか ら、造 成 による消 失

は な い。

11 サキシマヌマエビ ＋＋＋ ＋＋＋
一 部

消 失 あ り

ゴル フ場 北 側 の 沢 及 び キツヌングスタ北 側 の 沢 で 数十 個 体 が確

許 され た。この うち 、改 変 区域 内 のゴル フ場 北側 の 沢 で確 許 され
た 数 十 個 体 は 空 港 施 設 の 造 成 に 与り消央 す るが 、改 変 区域 外 の

キツヌングスク北 側 の 沢 で 確 認 され た数 個 体 につ い てさま、造 成 に
よる消 失 はな い 。

12 イシガキヌマエビ ＋＋＋＋ 0 消失 な し
カ ラ岳 東 側 の沢 、♯ 川 の上 流 ～ 下 流 で 100個 体 以 上 が 権 藤 され

た が 、改 変 区域 に は 含 まれ ない ことか ら、造 成 による消失 はな い。

13 ヤエヤマシオマネキ 12、● 0 消 失 な し

通 路 川 及 び 轟 川 の 下 流 ～ 河 口で 12個 体及 び 目視 による個 体 の

確 欝 を行 ったが 、改 変 区 域 に は含 まれ ない ことか ら、造 成 による消

失 さまない。

14 アゴヒロカワがニ ほ 、● 0 消 失 なし

通 路 川 下 涜 ～ 河 口及 び 井 川 下 流 で 18個 体 及 び 目視 による個 体

の 権 藤 を行 った が 、改 変 区 域 には 含 まれ ない ことか ら、造 成 による
消 失 はな い。

15 ケフサヒライソモドキ 82 、● 0 消失 なし

通 路 川 下 流 ～ 河 口 、井 川 中 流 及 び 下 流 ～河 口で82個 体 及 び 日

視 による個 体 の 確 認 を行 ったが 、改 変 区 域 に は含 まれ ない ことか

ら、造 成 による消 失 は な い。

16 ダイワンヒライソモドキ 48 、● 0 消失 なし

通 路 川 及 び♯ 川 の 下 流 ～ 河 口で 48個 体 及 び 目視 による個 体 の

確 静 を行 った が 、改 変 区 域 に は 含 まれ ない ことか ら、造成 による消

失 は ない 。

17 ヒラモクス◆がニ 38、● 0 消 失 な し

通 路 川 及 び井 川 の 下 流 ～ 河 口で 38個 体 及 び 目視 による個 体 の

確 落 を行 ったが 、改 変 区域 に は 含 まれ な いことか ら、達 成 による消

失 は ない。

18 ニセモクスーヵ◆ニ 8 0 消 失 な し
通 路 川 下 流 ～ 河 口及 び ♯ 川 中 流 で 8個 体 が 確 促 され たが 、改 変

区域 に は含 まれ な い ことか ら、造 成 による消 失 はな い。

19 オオヒライソがニ ＋＋＋＋ ＋＋＋
一 部

消失 あ り

カラ岳 東 側 の 沢 、ゴ ル フ場 北 側 の 沢 、ゴ ル フ場 内 調 整 池 、ゴル フ

場 内 を流れ る沢 の 中流 、通 路 川 下 流 ～河 口及 び 井 川 上 流 ～ 河

口で 100個 体 以 上 が 確 熟 され た。この うち、改 変 区域 内 のゴル フ場
北 側 の沢 、ゴル フ場 内 調 整 池 及 び ゴル フ場 内 を流れ る沢 の 中流

で確 落 され た数 十 個 体 は 、空 港 施 設 の 造 成 に より消 失 す るが、改
変 区域 外 のカラ岳 東 側 の 沢 、通 路 川 下 流 ～ 河 口及 び♯ 川 上 流 ～

河 口で 確 啓 され た そ の他 の 10 0個 体 以 上 につ いて は 、造 成 による

消 失 はな い。


